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　本研究プロジェクトは、昨年度、現代文化におけるキリスト教的表現、ハイ・
カルチャーのみならず、ポップ・カルチャー、サブ・カルチャーにおけるキリ
スト教理解を分析、解釈し、キリスト教が教理・教義・神学の面で、いわば「公
的に」表現してきた自己理解との対比を試みることによって、現代社会、こと
に日本社会におけるキリスト教の受容と変容について明らかにすることを期待
して始められた。本年度は、以下のような研究会を開いた。
第４回研究会　2014年5月8日（木）
発題者：鈴木慎一郎氏（社会学部教授）
テーマ：アフリカ系ディアスポラの表現文化における黙示録的なもの
ジャマイカにおけるアフリカ系ディアスポラの音楽に見られる黙示録的な表象を、
実際の音楽、とくに、その歌詞、ライブ映像やレコード・ジャケットを分析して、
そこには、選民主義と普遍主義の揺らぎが見られることを明らかにした。同時に、
ラスタの終末観、救済観にも多様性を有することが示された。
第５回研究会　2014年7月17日（木）
発題者：畠山保男氏（キリスト教と文化研究センター教授）
テーマ：「ホロコースト文学とミュージカル」
ショーレム・アレイヘム『牛乳屋テヴィエ』に見られる、ディアスポラのユダ
ヤ人たちの文化と思想について見た後、『牛乳屋テヴィエ』に基づくミュージカ
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ル《屋根の上のバイオリン弾き》で演奏されるクレズマー音楽を聴き、独自の
文化についての分析を行った。
第６回研究会　2014年10月17日（木）
発題者：岡本亮輔氏（立教大学兼任講師、成蹊大学非常勤講師、東京大学死生学・
応用倫理センター研究員）
テーマ：現代社会における祈りの場所〜弱さがもたらすつながりの体験
現代最も有名な巡礼地であるサンチャゴ・デ・コンポステラの歴史や、巡礼路
の様子、巡礼者の体験の分析を通して、信仰心や共同体への帰属意識が「弱い」
からこそ、巡礼地・路において「つながり」が可能となっていることが示された。
第７回研究会　2014年11月20日（木）
発題者：白波瀬達也氏（社会学部助教）
テーマ：カトリック教会における多文化共生の展開
「多文化共生」と宗教が交錯する具体例として、在日外国人の信者数が多い浜松
市のカトリック教会の事例をとりあげ、その背景や現状を議論した上で、カトリッ
ク教会における多文化共生の実態、課題が指摘された。
第８回研究会　2015年1月15日（木）
発題者：舟木讓氏（経済学部教授・宗教主事）
テーマ：キリスト教の日本における土着化をめぐって〜テーマ・パークにみる
キリスト教的メッセージ
「キリスト教は日本社会に受け入れられているのか」との問いの下、テーマ・パー
クにおけるパレードやステージを、実際の映像を見ながら分析し、そこには、「愛」
や「絆」といった、キリスト教的価値観に基づくと考えうるものが見いだされ
ることが明らかにされた。
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第９回研究会　2015年3月5日（木）
発題者：三阪夕芽子氏（社会学研究科博士課程後期課程学生）
テーマ：現代アフリカ社会における教会の「モダンさ」と文化受容
アフリカにおいて1980年代以降盛んになっているペンテコスタリズムの特徴と、
その研究動向について見た後、その「モダンさ」が伝統的地域社会の変化とど
のように関わっているか、これまで主流であった近代化論を超え、さらに多様
なレベルでの検討を必要としていることが主張された。
　2年間の共同研究を通じて、当初目的としていた日本におけるキリスト教の「文
化的受容」について、映画やマンガ、また、テーマ・パークに表されている表
現を分析し、同時に、キリスト教的メッセージの変容について研究発表がなさ
れた。さらに、このテーマに基づく内容は発展してとらえられ、巡礼という一
見キリスト教の強い信仰に基づくと思われる行為も、現代においては、信仰心
を離れて文化的な様相が強くなっていることや、ディアスポラの共同体が、日
本においても、海外（ジャマイカやアフリカ）においても、キリスト教を受容し、
変容させながら、自らの基盤としているなどの研究も行われた。
　このように、様々な視点から現代文化とキリスト教の関係を探ってきた研究
プロジェクトであるが、2年間の年限を迎えたので一応終了とし、来年度は、こ
れらの発表を基に、研究成果を出版したいと考えている。
